
最近、「コロナ虐待」という言
葉が生まれています。子どもと一緒
にいる時間が多くなり、様々なスト
レスで、親が子に（あるいは家族
に）虐待をしてしまうことが増えて
いるそうです。

虐待をしている親は、「子どもの
ため・しつけの一環」と考え、その
ことを悪いとは感じていません。

子どもが言うことを聞かないと、
おしりをたたいたり、大声で厳しく
叱ったりすることがありますが、こ
れらは虐待です。子どもの前で夫婦
喧嘩をするのも虐待です。なぜなら、
子どもにとっては、脳が傷つくほど
つらいことなのです。

脳画像の研究では、子ども時代に
辛い体験をした人の脳には様々な変
化が生じていることが報告がされて
います。



「体罰」をすると、感情・思
考のコントロールをする前頭前
野が萎縮し、うつ病の一種の感
情障害や非行を繰り返す素行障
害が現れます。

「暴言」を繰り返すと、言葉
を理解する聴覚野が増加します。
これは、情報を伝えるシナプス
が過剰に作られ、雑木林のよう
になって脳がオーバーヒートし
てしまうということです。

「DV暴露（親が暴力を受け
ているところを見る）」がある
と、視覚野が減少します。子ど
もが頼りにしている親の虐待を
見ないようにしようと脳が萎縮
し、その体験がトラウマになる
のです。



恐ろしいのは、虐待を受け
て育った子どもは親になると、
同じように虐待をして自分の
子を育てるという「虐待の連
鎖」が生まれるということで
す。

日常的に虐待を受けて育っ
た親の３分の１は、日常的に
虐待をするという恐ろしい状
況です。

こうした児童虐待は、年々
増えており、日本では、親の
暴行を受けて亡くなった子ど
も達の犠牲によって、やっと
令和２年に親らが「しつけ」
として体罰を行うことを禁止
しました。



「愛の鞭」という言葉が
あります。「愛があれば、
しつけのために子どもに痛
い思いをさせてもいい」と、
体罰を正当化させる言葉に
なっています。

今となっては、「愛の
鞭」は、「愛の無知」です。
本当の愛のことを何も知ら
ない「無知」だと言えます。

厚生労働省では、こうし
たことを受けて、「愛の鞭
ゼロ作戦」が行われていま
す。

体罰によらない子育ての
５つのポイントを紹介しま
す。



① 子育てに体罰や暴言を

使わない

体罰や暴言で子どもが言
うことを聞いたとしても、
それは、自分で判断して行
動したことではありません。
子どもの頭にあるのは、恐
怖のみです。

それに、前述のように、
脳に深刻的なダメージを与
え、その子は、大人になっ
てもトラウマを抱えます。

「叩かない、怒鳴らな
い」と心に決めましょう。



② 子どもが親に恐怖を持つ

とSOSを伝えられない

子どもが親に恐怖心を持つ
と、親に気に入られるように、
親の顔色を見て行動するよう
になります。

また、不安な気持ちや心配
事を打ち明けられなくなりま
す。そうなると、いじめや非
行など、大きな問題に発展し
てしまう可能性があります。

子どもには、困ったときに
助けを求めることのできる環
境を用意し、「援助希求」力
を育てたいですね。



③ 爆発寸前のイライラを

クールダウン

でも、子どもが言うことを
を聞かないとイライラするこ
とは誰にでもあることです。

イライラが爆発する前に、
その場を去る、深呼吸をする
などの、クールダウンできる
自分なりの方法を見付けてお
きましょう。

ピンクをイメージしながら
深呼吸をしたり、鎖骨の下の
部分を指の先でトントンする
と落ち着くそうです。



④ 親自身がSOSを出そう

育児は一人では大変です。
一人で抱え込まず、家族に
分担してもらったり、自治
体やNPO、企業などの様々
な支援サービスを利用した
りすることも考えましょう。

悩みを話せる友達ができ
ると楽になります。家庭教
育学級の「子育てサロン
型」は、子育てについて気
軽に相談できる場となって
います。



⑤子どもの気持ちと行動を分

けて考え、育ちを応援

子どもが「イヤだ！」と言
うことは、成長過程で通る道
です。

「わがままな子になっては困
る」「親が負けてはダメだ」
と自分の意見を押し付ける対
応をしてしまうこともありま
すが、大らかに構えてて、子
どもの意思を後押ししていき
ましょう。

親が大らかに構えるために、
「リフレーミング」と「対立
を解く方法」を紹介します。



「リフレーミング」とは、今
までの見方の枠（フレーム）を
掛け換えて見るということです。

「鹿（～しか）が出たら、奈
良（～なら）まで連れて行
け。」

子どもの様子を見ていて、
「～しか」という言葉が出そう
になったら、「～なら」という
言葉に変えてみるということで
す。

例えば、算数の九九で、「２
の段しかできないの！！」と言
えば、次にでる言葉は否定です。
「２の段ならできるよね。」と
言えば、次に出る言葉は、「が
んばればできるよ。」という肯
定の言葉です。



親と子が対立しないような解決
策を考えるには、「親業」の「対
立を解く方法」が参考になります。

I 法は、親が「こうすればいい
じゃない」と子どもに伝える方法
です。これでは、子どもは親の言
うなりです。子どもは納得がいき
ません。

Ⅱ法は、子どもが「こうすれば
いいじゃない」と親に伝える方法
です。自分の都合のよいこととば
かりで、親は納得できません。

そこでⅢ法です。親と子が話し
合って納得できる解決策をともに
考えるのです。お互いに納得でき
れば、実行することができます。
そこで、うまくいかなければ、再
度、話し合います。

この方法をとれば、子どもの問
題解決能力も高まりますよ。



「生き抜く力」は「息を抜く力」
です。思いつめずに、リラックス
に心がけ、子育てをしましょう。

「健やか親子２１」で検索してい
ただければ、子育ての情報、ユー
チューブの子育て無料アニメ動画
など、ご覧いただけます。

これまでの話の内容は、主に厚生労働省の「子どもを健やかに育む

ために～愛の鞭ゼロ作戦～」のパンフレットを修正・加工しています。


